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〇2025年9月末時点で、全府省庁において、生成AIシステムを利用開始済み

〇25府省庁中、 17府省庁において、府省庁内全体で生成AIを利用開始済み

〇全体傾向として、約90％が利用開始済、約95％が年度内に利用開始予定

〇2025年9月末時点までで、リスクケースの発生事例はなし

各府省庁生成AIシステム定期報告概要（2025年度第2回）

調査概要
✓ 2025年９月末時点での生成AIシステムの利活用状況を11月に各府省庁より報告

✓ 前回報告から様式を更新（※次頁詳細）

分析軸

✓ 利用類型

汎用型１（指示文やファイルを直接入力する形でのみ生成AIを利用している）

汎用型２（定型的な指示文やテンプレート、フォーマットを利用することで生成AIへの指示を行っている）

特化型１（特定の業務データ等を参照させる形で、RAG等の技術を活用している）

特化型２（特定の業務データ等を学習させる形で、ファインチューニングや強化学習を活用して独自モデルの開発等をしている）

✓ 利用開始時期（利用開始済みor令和7年中に利用開始予定or令和7年度中に利用開始予定or令和8年度以降に利用開始予定or未定）

✓ 利用者の範囲（単一府省庁のみor複数府省庁までor外部orその他）

✓ 導入段階（検証段階or常用段階）

✓ 取扱情報の機密性（機密性１or機密性２以上をプロンプトに入れるor機密性２以上を参照or機密性２以上を追加学習）

✓ 成果目標（定量成果目標ありor定性成果目標ありor成果目標なし）

✓ 出力データの種類（テキスト出力のみor画像・音声を含むor動画を含むorその他）

✓ モデル利用状況
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〇主に以下の項目について修正を行うとともに、分析の意義が薄い複数の項目を廃止し、汎用型１の記載を要しない事項

を明記するなど、記入の作業負担も軽減

第１回定期報告からの変更点

修正内容

のポイント

① 利用類型の項目追加（汎用型・特化型）
※第1回定期報告では利用用途の記述をもとに事務局で整理したが、選択式回答に変更

② 利用者の範囲の選択肢充実
※課室、部局、府省庁内全体、複数省庁、外部（特定）、外部（不特定）等を選択肢として追加

③  出力データの形式（テキスト以外の出力）の項目追加（検討の参考とする）

④ 成果目標の項目追加（設定しているもののみ）

⑤ 意義の薄い項目の削除

    ※追加学習の有無・参照データの範囲(利用類型で吸収)、リスクケースの詳細(件数のみ維持)等

⑥ 汎用型１について複数の項目の記載が不要である旨を明記
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（参考）利用類型の定義

利用類型 今回の定義 前回の定義

汎用型１
指示文やファイルを直接入力する形で

のみ生成AIを利用している
汎用的なテキスト生成AI利用

汎用型２

定型的な指示文やテンプレート、フォー

マットを利用することで生成AIへの指

示を行っている

業務に即したプロンプト等による生成

AI利用

特化型１
特定の業務データ等を参照させる形で、

RAG等の技術を活用している

業務特化したRAG等を活用する生成

AI利用

特化型２

特定の業務データ等を学習させる形で、

ファインチューニングや強化学習を活用

して独自モデルの開発等をしている

業務特化した追加学習や独自モデル

開発等も視野に入れる生成AI利用

〇今回フォームの見直しに伴い、利用類型の定義の具体化を図った

〇汎用型２の定義として、テンプレートやフォーマット等を利用するという条件付けを加えている
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〇約90％が利用開始済、約95％が年度内に利用開始予定

〇利用開始済の案件の約1割が特化型

利用類型・利用時期

利用類型

総計

汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

利
用
開
始
時
期

１．利用開始済み 212 28 24 2 9 275

２．令和7年中に利用開始予定 1 1 3 2 2 9

３．令和7年度中に利用開始予定 1 1 4 1 7

４．令和8年度以降に利用開始予定 2 1 4 4 11

５．未定 2 1 1 3

総計 218 32 36 4 16 306

※ 利用開始時期未回答が1件あり、「未定」として集計

利用開始済の約1割を占める
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〇汎用型が８割強、課室単位の規模での利用が7割

〇25府省庁中、17府省庁において、府省庁内全体で生成AIを利用開始済み

〇前回から100件強増加したもののほとんどが汎用型１に該当。また、汎用型２が減少した

（汎用型/特化型の定義を明確にしたことに伴い、汎用型１に変更された）

政府職員の生成AIシステムの利用類型・利用者の範囲（2025年９月末時点）

利用類型/利用開始状況

総計汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

利
用
者
の
範
囲

１．単一府省庁のみ-課室単位以下 168 1 21 1 9 1 1 2 5 209

２．単一府省庁のみ-部局単位
（複数部局での利用を含む）

22 2 4 2 3 3 1 37

３．単一府省庁のみ-全体 18 1 4 2 2 27(17)

４．複数府省庁まで
（独法や地方公共団体等を含まない）

2 2

５．行政関係者まで
（独法や地方公共団体等を含む）

1 1 1 1 1 5

８．その他 2 1 5 2 2 3 15

総計 211 4 27 4 23 9 2 2 9 4 295

前回報告件数 74 12 54 15 16 12 1 4 - - 188

※ 政府職員を利用者とするもののみを対象、「利用開始時期」未回答の1件は除いている

※ 「単一府省庁のみ-全体」に記載の括弧書きの数値は、重複削除した際の省庁数を示している

定義の明確化に伴い、汎用型１に見直す動きがあり減少している



6

〇汎用型は開始済みかつ常用段階が多く、特化型は検証段階の方が多い

〇政府職員が利用する特化型の生成AIは、検証フェーズのものが多い

政府職員の生成AIシステムの導入段階ごとの利用類型・利用者の範囲（2025年９月末時点）

※ 政府職員を利用者とするもののみを対象、導入段階の記載がない4件は除いている

利用類型・利用開始状況

総計汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

利
用
者
の
範
囲
・
調
達
段
階

１．単一府省庁のみ-課室単位以下
常用段階 124 19 1 4 3 151

検証段階 43 1 2 5 1 1 2 1 56

２．単一府省庁のみ-部局単位
（複数部局での利用を含む）

常用段階 14 1 2 1 1 19

検証段階 8 1 2 1 2 3 1 18

３．単一府省庁のみ-全体
常用段階 17 1 1 1 2 22

検証段階 1 3 1 5

４．複数府省庁まで
（独法や地方公共団体等を含まない）

常用段階 2 2

検証段階 0

５．行政関係者まで
（独法や地方公共団体等を含む）

常用段階 1 1 2

検証段階 1 1 1 3

８．その他
常用段階 1 3 1 5

検証段階 1 1 2 2 1 2 9

総計 210 4 27 4 23 9 2 2 8 3 292

同一カテゴリ内で常用段階・検証段階を比較し、より多くの案件数がある調達段階を色分けで示す
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〇機密性１情報のみ取り扱う案件が8割（237件/296件）を占める

〇機密性２情報を取り扱う案件は、プロンプト又はRAGで参照する事例が殆ど

政府職員の利用する生成AIシステムの取扱情報の機密性（2025年９月末時点）

※ 政府職員を利用者とするもののみを対象、「利用開始時期」未回答の1件は除いている

利用類型・利用開始状況

総計汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

情
報
の
機
密
性

１．機密性１情報のみ取り扱う 190 2 23 2 6 2 8 4 237

２．機密性２情報や個人情報を利用者が
指示文に入力する

13 1 1 6 2 1 24

３．機密性２情報や個人情報を参照して
回答を生成する

7 2 3 1 11 5 2 31

４．機密性２情報を生成AIの追加学習
（強化学習やファインチューニング等）に用いる

1 2 3

総計 211 4 27 4 23 9 2 2 9 4 295

【検証段階の特化型２生成AIの事例】

審査*の効率化のための生成AI技術の利活用

⚫ 目的：審査の効率化

⚫ 概要：ウェブサイト上の審査に係るデータ及び保有するデータセット等をRAG又は類似情報検索（Embedding）を用いて、LLMと連

携させることにより、過去の事例の参照のための業務効率化等の活用可能性や効果を調査するもの
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〇外部向けの利用類型では、特定の利用者に対する情報提供に生成AIによるRAGを活用するものが多い

政府の生成AIシステムの外部向けの利用類型・導入段階（2025年９月末時点）

※ 特定少数及び不特定多数の外部の方を利用者とするもののみを対象

利用類型・利用開始状況

総計汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

利用者の範囲 導入段階 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

外部

（特定少数）

常用段階 1 1 1 3

検証段階 2 1 3

外部

（不特定多数）

常用段階 1 1 2

検証段階 1 1 2

総計 1 1 1 1 3 3 10
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〇出力データの種類が、テキスト出力のみのものは167件/306件が該当

〇画像を含む出力をするユースケースは10件/306件、音声を含む出力をするユースケースは1件/306件

出力データの種類

出力データの種類 その他モダリティの利用を想定しているか 集計

１．テキスト出力のみ - 167

２．用途に音声を含む 利用用途に音声を生成する旨記載あり 1

３．用途に画像を含む 利用用途に画像を生成する旨記載あり 10

４．機能に音声・画像を含む 機能上は提供可能（利用用途に画像・音声・動画等を生成する旨記載なし） 31

５．機能に動画を含む 機能上は提供可能（利用用途に画像・音声・動画等を生成する旨記載なし） 12

６．その他 利用用途に画像・音声・動画等を生成する旨記載なし 8

７．未記入 利用用途に画像・音声・動画等を生成する旨記載なし 77

総計 306

テキスト以外の出力データの例（画像出力をするもの）

⚫ 図面作成業務に生成AIを活用

⚫ 研修カリキュラムの一環として、受講者が情報収集や簡単な図の作成などを行うため

⚫ 職員向けニュース作成のための情報収集及び要約、記事や挿絵の作成補助

⚫ 資料のイメージ図等を作成するにあたり、イメージに近いピクトグラムや図のサンプル、構成のレイアウト案を生成AIにて作成
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〇成果目標（定量・定性）を設定している案件の割合や目標記載例を紹介

成果目標の例

定性成果目標の記載例

⚫ 問合せ対応負荷の低減を目標とする

⚫ 本検証最終年度における労務時間の短縮による人件費削減

⚫ 国際会議において、的確なコメント等ができるようになる

⚫ 一からマクロを作成するよりもより正確かつ短時間で作成できるため業務効率化となる

⚫ 情報収集や資料のたたき台作成を行う際の時間を短縮

定量成果目標の記載例

⚫ 2025年12月の効果検証で以下KPIの達成を目標とする

• 起案時間を3割削減

• 審査担当課の審査時間を3割削減

• 起案の差戻発生率を3割削減

• 審査担当課への問合せ件数を3割削減

• 審査担当課の問合せ対応時間を3割削減

⚫ 検索時間を50％削減、回答ヒット率を70％以上

⚫ 業務上の申請の処理にかかる対応時間を20％削減

一部非公開
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非公開資料
高リスク案件について
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